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平成 30 年度　社会福祉法人河内町社会福祉協議会事業計画

１．基本方針
　少子・高齢化の進展や社会情勢の変化に伴い、生活困窮者や社会的孤立に対する支援など、ニーズの
多様化・複雑化に伴って対応が困難なケースが増えてきています。
　福祉は与えるもの、与えられるものといったように、「支え手側」と「受け手側」に分かれるのでは
なく、地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら、自分らしく活躍できる地域コミュニティを
育成し、公的な福祉サービスと協働して助け合いながら暮らすことのできる「地域共生社会」を実現す
る必要があります。具体的には、「他人事」になりがちな地域づくりを地域住民が「我が事」として主
体的に取り組める仕組みを作っていくとともに、地域づくりの取り組みの支援と、公的な福祉サービス
へのつなぎを含めた「丸ごと」の体制整備を進めていく必要があります。
　河内町社会福祉協議会は「絆を育み、みんなの笑顔が輝く地域力のあるまちづくり」を基本理念とし、
平成 30 年度に策定される「第２次河内町地域福祉活動計画」にて、「我が事」「丸ごと」のまちづくり
をこれまで以上に地域住民の方々と協働し、社会福祉法人制度改革に従ってより透明性のある、親しみ
やすい法人を行いつつ、福祉のまちづくりを推進してまいります。
２．重点目標
（１）社協基盤の強化の推進
　制度改革にもあるガバナンスの強化として、社協事業を効果的に実施するために、執行機関として理
事会、議決機関である評議員会といった法人組織運営体制の強化を図ります。また、独自の業務を推進
していくために、自主財源を確保し安定した財政基盤の確立に努めます。
（２）相談支援体制の充実
　社協職員に求められるソーシャルワーク技術の向上を目指し、あらゆるニーズをとらえ、常に寄り
添った支援ができるよう、相談機能の充実に努めます。
（３）ボランティア活動の推進
　ボランティア情報の発信基地となるよう、ボランティアセンターの機能充実を図ります。各種ボラン
ティア養成講座や講習会を開催し、ボランティア人口の拡大、充実に努めます。
（４）財政運営の適正化
　事業活動を積極的に広報し、当協議会への理解を高めるとともに、会員会費や共同募金等の自主財源
の確保と拡大を図ります。事務事業を検証し、最小の経費で最大の効果をあげられるよう取り組んでま
いります。
３．実施事項
（１）会務の運営　　
　　①理事会、評議員会の開催　②監事監査　③関係機関団体の連絡調整
（２）自主財源の確保
　　①社協会員の加入促進　②共同募金への協力　③寄付金等の募集
（３）役職員の体制づくり
　　①役員研修会の開催　②職員の各種研修会への参加
（４）広報・啓発活動の推進
　　①社協だよりの発行　②ホームページの運営
　　③パンフレットの作成及び配布（社協会費募集、共同募金）
（５）ボランティア活動の推進　　
　　①ボランティア活動のＰＲ、推進　②ボランティア活動保険の加入促進
　　③児童、生徒のボランティア体験学習推進　④ボランティアセンターの充実
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（６）福祉啓発
　　①�福祉作文集の募集、表彰、発行　②かわち子どもヘルパー事業の実施
　　③地域介護ヘルパー養成事業
（７）児童福祉対策事業　
　　①町子ども会育成連合会の運営の援助　②特別支援学級への助成　③出産祝い赤ちゃん絵本
（８）老人福祉対策事業　
　　①町シニアクラブ連合会の運営の援助　②金婚式の開催　
（９）障害者福祉対策事業
　　①町身体障害者福祉協議会の運営の援助
（10）福祉有償運送サービス事業
（11）低所得者対策事業　
　　①生活福祉資金の貸付（県社協貸付金）　②小口資金の貸付
　　③歳末見舞金の配布　④生活困窮者食料支援（フードバンク）
（12）心配ごと相談所の運営
　　①月２回の開設　②弁護士相談の実施　③研修会の実施
（13）結婚支援活動への援助
　　①ハッピーサポートかわちの情報交換会　②結婚相談会の実施　③婚活パーティーの開催
（14）町からの受託事業
　　①在宅要介護高齢者介護用品支給事業　②ひとり暮らし老人配食サービス事業　③移動支援事業
（15）県社協からの受託事業
　　①福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援）
（16）障害福祉サービス事業所（就労継続支援Ｂ型事業）の運営
（17）収益事業
　　①食料品及び飲料を含む物品の販売
（18）その他　
　　①善意銀行の運営　②各団体視察研修会　③福祉機器貸与事業

平成30年度予算
（単位：千円）

法人運営事業
37,433
（46.9％）

共同募金配分事業　2,533（3.2％）

受託事業　2,668（3.3％）

収益事業　4,681（5.9%）

その他
8,604
（10.7％）

心配ごと相談、
結婚支援事業　
4,875
（6.1％）

障害福祉
サービス事業
16,133（20.2％）

積立預金積立支出
2,925（3.7％）

支　出

79,852
収　入

79,852
補助金収入
40,200
（50.3%）

繰入金収入　9,491
（11.9%）

共同募金配分金収入　
2,331（2.9%）

受託金収入　
2,430（3.0%）

会費収入
1,250（1.6%）

事業収入
5,208（6.5%）

障害福祉
サービス事業収入
12,290（15.4%）

その他　988
（1.2%）

前年度繰越金　5,664
（7.2%）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
子
ど
も
ヘ
ル

パ
ー
の
協
力
の
も
と
在
宅
の
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
へ
お
餅
の

配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
配
布
人
数
１
４
７
名
】

介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、
介

護
用
品
を
半
額
程
度
で
支
給
し
て

い
ま
す
。

　

当
該
高
齢
者
家
族
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
高
齢
者
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。【
年
間
47
件
支
給
】

　

河
内
町
に
住
所
を
有
す
る
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
在
宅
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、
月
２
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
作
り
の

弁
当
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
年
間
提
供
件
数
１
，８
７
３
食
】

【
利
用
者
数
92
名
】

【
調
理
・
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
81
名
】

　

町
民
へ
の
社
協
活
動
の
周
知
と

地
域
福
祉
活
動
の
理
解
・
参
加
を

促
す
た
め
、
年
１
回
「
社
協
だ

よ
り
か
わ
ち
」「
社
協
会
費
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
社
協
会
員
募

集
）」「
共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
発

行
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
営
も
行
い
、
町
民
へ

の
社
協
活
動
の
周
知
や
福
祉
に
関

す
る
情
報
を
随
時
発
信
し
て
い
ま

す
。
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
kaw

atim
ati.ec-net.jp

】

　

在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
を

平
成
29
年
度

河
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
報
告

社
協
の
広
告
事
業

社
協
の
広
告
事
業

在
宅
要
介
護
高
齢
者

介
護
用
品
支
給
事
業

在
宅
要
介
護
高
齢
者

介
護
用
品
支
給
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
た
夫
婦
の

長
寿
と
ご
健
勝
を
祝
い
、記
念
品
、

夫
婦
写
真
を
贈
呈
し
式
典
・
祝
宴

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
該
当
夫
妻
28
組
】

歳
末
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
へ
お
餅
の
配
布

歳
末
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
へ
お
餅
の
配
布

金
婚
祝
い
事
業

金
婚
祝
い
事
業
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産
活
動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の

提
供
を
通
じ
て
、
そ
の
知
識
及
び

能
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
利
用
数
８
名
】

【
開
所
日
数
２
４
１
日
】

【
利
用
日
数
１
，
９
０
２
日
】

　

町
特
別
支
援
学
級
で
必
要
な
機

材
・
備
品
・
教
材
等
の
購
入
費
を

助
成
す
る
こ
と
で
、
障
害
の
あ
る

子
ど
も
達
の
教
育
環
境
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

町
内
の
小
中
学
校
生
を
対
象
に

福
祉
に
関
す
る
作
文
や
絵
画
を
募

集
し
、
表
彰
や
入
選
作
の
作
文
集

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
福
祉
へ
の
関
心
と

社
会
連
帯
の
意
識
を
高
め
、
思
い

や
り
や
助
け
合
う
心
を
培
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
作
文
応
募
数
１
１
２
点
】

【
絵
画
応
募
数
45
点
】

　

町
へ
の
出
産
届
出
時
に
、
出
産

祝
い
品
と
し
て
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の

配
布
を
し
て
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
等
に
よ
り
親
子
の

時
間
を
多
く
持
つ
こ
と
で
ぬ
く
も

り
と
や
さ
し
さ
の
あ
る
環
境
を
つ

く
り
、
ま
た
親
子
の
絆
も
深
め
、

心
の
安
定
と
健
や
か
な
成
長
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

【
配
布
件
数
30
件
】

　

低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
一
時
的

に
援
護
が
必
要
と
認
め
ら
れ
、
自

立
更
生
に
意
欲
が
あ
る
世
帯
に
無

利
子
で
貸
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

舞
踊
ク
ラ
ブ
【
毎
月
第
２
火
曜
日
】

カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
【
毎
月
２
回
】

フ
ラ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
【
毎
月
第

１
・
３
金
曜
日
】

園
芸
ク
ラ
ブ
【
年
間
通
し
て
栽
培
・

販
売
】

　

屋
外
で
の
移
動
が
困
難
な
障
害

者
等
の
社
会
参
加
を
促
す
た
め
、

外
出
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
趣
味
ク
ラ
ブ
の

運

営

援

助

高
齢
者
趣
味
ク
ラ
ブ
の

運

営

援

助

移
動
支
援
事
業

移
動
支
援
事
業

　

一
般
企
業
等
に
雇
用
さ
れ
る
こ

と
が
困
難
な
障
害
者
に
対
し
て
、

自
立
し
た
日
常
生
活
、
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
就
労

の
機
会
を
提
供
す
る
と
共
に
、
生

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
（
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
）
の
運
営

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
（
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
）
の
運
営

町
特
別
支
援
学
級

へ

の

助

成

町
特
別
支
援
学
級

へ

の

助

成

福
祉
作
文
の
募
集
・

表

彰
・

発

行

福
祉
作
文
の
募
集
・

表

彰
・

発

行

出
産
祝
い
事
業

出
産
祝
い
事
業

小
口
資
金
貸
付
事
業

小
口
資
金
貸
付
事
業
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障
害
者
、
独
居
老
人
、
保
護
世
帯

等
）

　

登
録
団
体
、
個
人
に
対
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加
入

費
の
助
成
や
活
動
に
関
す
る
情

報
の
発
信
等
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
活
動
し
た
い
人
と
、
お
願
い
し

た
い
人
を
結
び
付
け
て
、
み
ん
な

で
支
え
合
い
、
助
け
合
う
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
登
録
状
況
】

団
体
数
７
団
体

登
録
合
計
数
２
２
０
名

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て

そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

【
表
彰
者
５
団
体
・
６
名
】

　

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対

象
と
し
て
、
社
会
福
祉
へ
の
理
解

と
関
心
を
高
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
実
践
、
社
会
連
帯
の
精
神

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
助
成

し
て
い
ま
す
。

【
小
中
学
校
４
件
】

【
相
談
件
数
12
件
】

【
貸
付
件
数
０
件
】

　

低
所
得
、
障
害
者
及
び
高
齢
者

世
帯
に
、
資
金
の
貸
付
と
必
要
な

相
談
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

経
済
的
自
立
等
、
安
心
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議

会
が
事
業
主
体
と
な
り
、
本
会
は
、

貸
付
に
関
す
る
相
談
及
び
償
還
等

の
受
付
窓
口
と
な
り
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
相
談
件
数
３
件
】

【
貸
付
件
数
０
件
】

　

生
活
困
窮
者
の
相
談
等
（
自
立

相
談
支
援
機
関
や
本
会
の
資
金
貸

付
相
談
）
を
行
い
、
生
活
自
立
の

為
に
一
時
的
な
食
品
の
提
供
が
必

要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
茨
城
に
依
頼
し
食

品
を
受
領
し
対
象
者
へ
お
渡
し
し

て
お
り
ま
す
。

【
支
援
延
回
数
７
回
】
【
白
米

36
・
７
㎏
・
食
品
87
・
２
㎏
・
そ

の
他
、
飲
料
等
】

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を

目
的
に
見
舞
金
の
配
布
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
件
数
３
４
４
件
】
対
象
（
重
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営

歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
見
舞
金
配
布
事
業

歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
見
舞
金
配
布
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

児
童
・
生
徒
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業

児
童
・
生
徒
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業

フ
ー
ド
バ
ン
ク

支

援

事

業

フ
ー
ド
バ
ン
ク

支

援

事

業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事

業
（
茨
城
県
社
会
福

祉
協
議
会
受
託
事
業
）

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事

業
（
茨
城
県
社
会
福

祉
協
議
会
受
託
事
業
）
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町
内
小
学
校
４
～
６
年
生
を
対

象
に「
か
わ
ち
子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー
」

を
任
命
し
、
高
齢
者
や
障
害
を

持
っ
た
方
へ
の
お
手
伝
い
活
動
や

福
祉
に
関
す
る
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー
７
名
任
命
】

【
活
動
回
数
７
回
】

　

地
域
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
や
よ
り
良
い
在
宅
で
の
介
護
技

術
の
習
得
、
さ
ら
に
は
介
護
予
防

の
地
域
の
担
い
手
の
育
成
の
た
め

養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
受
講
者
５
名
】

　

町
民
の
協
力
の
も
と
、
茨
城
県

共
同
募
金
会
河
内
町
共
同
募
金
委

員
会
と
し
て
、
毎
年
10
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
弁
護
士
や
相
談
員
が
応
じ
、
適

切
な
助
言
、
援
助
を
行
っ
て
地
域

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
弁

護
士
に
よ
る
研
修
会
も
行
っ
て
い

ま
す
。

【
開
催
延
日
数
22
回
内
弁
護
士
10

回
】
毎
月
１
、
15
日

【
相
談
内
容
及
び
件
数
】

家
族
２
件
、
離
婚
５
件
、
財
産
５

件
、
苦
情
２
件
、
そ
の
他
２
件

地
域
介
護
ヘ
ル
パ
ー

養

成

事

業

地
域
介
護
ヘ
ル
パ
ー

養

成

事

業

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

推

進

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

推

進

心
配
ご
と
相
談
所

心
配
ご
と
相
談
所

　

高
齢
や
障
害
等
に
よ
り
公
共
交

通
機
関
を
使
用
し
て
移
動
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
を
対
象
に
通
院
、

通
所
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
を
目
的
に

有
償
で
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
活
動
件
数
７
９
０
件
】

【
登
録
利
用
会
員
数
56
名
】

【
協
力
運
転
者
数
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
15
名
】

か
わ
ち
子
ど
も

ヘ
ル
パ
ー
事
業

か
わ
ち
子
ど
も

ヘ
ル
パ
ー
事
業

福
祉
有
償
運
送

サ
ー
ビ
ス
事
業

福
祉
有
償
運
送

サ
ー
ビ
ス
事
業
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平成29年度決算

支　出

71,785,272
法人運営事業
34,261,972
（47.7%）

共同募金配分事業
2,401,270（3.3%）

障害福祉サービス事業
17,025,308
（23.7%）

積立預金積立支出
12,678,918（17.7%）

心配ごと相談、
結婚支援事業
2,089,709（2.9%）
その他　1,775,489（2.5%）
受託事業 1,552,606
（2.2%）

収　入

79,822,223
補助金収入
35,307,740
（44.2%）

受託金収入
2,179,175
（2.7%）

取崩収入
12,240,790
（15.3%）

共同募金配分金収入
2,325,943（2.9%）

障害福祉サービス
事業収入
14,279,656
（17.9%）

前年度繰越金
9,474,844
（12.0%）その他　1,552,775

（1.9%）
事業収入
1,209,800（1.5%）

会費収入
1,251,500
（1.6%）

収入：79,822,223 円 / 支出：71,785,272 円 / 差引：8,036,951 円

（単位：円）

　

高
齢
者
や
障
害
者
、
疾
病
及
び

そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
移
動
及

び
外
出
が
困
難
な
方
に
対
し
在
宅

介
護
で
の
本
人
、
家
族
へ
の
負
担

軽
減
を
図
る
為
、
福
祉
機
器
を
短

期
間
無
料
貸
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
福
祉
学
習
へ
貢
献
す
る
為
の
貸

出
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
学
校
や

地
域
で
の
学
習
会
等
で
必
要
の
時

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
貸
与
機
器
】

車
椅
子
・
高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ

ト
・
点
字
器

【
車
椅
子
４
件
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー

１
件
、
高
齢
者
模
擬
体
験
セ
ッ
ト

１
件
】

　

認
知
症
高
齢
者
、知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
等
、
判
断
能
力
に
不

十
分
な
方
が
自
立
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
手
続
き
や
日
常
的
な
金
銭
管
理

の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
生
活
支
援
員
３
名
】

【
契
約
利
用
者
数
１
名
】

【
年
間
実
施
件
数
３
件
】

町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

各
種
団
体
の
運
営
援
助

各
種
団
体
の
運
営
援
助

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

援
助
事
業
（
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

援
助
事
業
（
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
）

福
祉
機
器
貸
与
事
業

福
祉
機
器
貸
与
事
業
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茨城県共同募金会河内町共同募金委員会茨城県共同募金会河内町共同募金委員会

　本年も 10 月１日から全国一斉に「じぶんの町を良くするしくみ」をテーマに、共同募金運動が展開
されます。毎年、各区長さん、班長さんなどを通して町内の皆様へお願いをさせていただいております
戸別募金、職場等でお願いする募金、イベント等での街頭募金、児童生徒の学校募金など、様々なとこ
ろでいただく皆様からの温かい募金が地域福祉増進に役立てられます。
　今年度も、河内町の地域福祉増進のために、また県下の民間福祉施設や団体の事業充実のために、皆
様の共同募金運動へのご協力をよろしくお願いいたします。

平成30年度　赤い羽根共同募金運動が
　　　　　　　　　10月１日よりはじまります 赤い羽根

　　共同募金

平成29年度　赤い羽根共同募金運動のお礼とご報告

（１）一　般　募　金
　合　　計　　　　　 １，３８９，５８１円
　　戸　別　募　金　 １，１９５，０００円
　　学　校　募　金　　　　６１，７９６円（子ども園、小中学校）
　　職　域　募　金　　　１１０，８７３円（団体募金）
　　イベント・街頭募金　　１７，５１１円
　　その他の募金　　　　　　４，４０１円

（２）歳末たすけあい募金
　合　　計　　　　　 １，１９５，５０１円
　　戸　別　募　金　 １，１９５，５００円
　　その他の募金　　　　 　　　　　１円

歳末たすけあい見舞金事業
（歳末援護金内訳）

独 居 老 人 見 舞 158 名

心 身 障 害 児（ 者 ） 見 舞 115 名

療 育 手 帳 保 持 者 見 舞 51 名

生 活 保 護 世 帯 見 舞 13 世帯

準 要 保 護 世 帯 見 舞 6 世帯

交 通 遺 児 1 名

　社協会員（会費）募集につきまして、町民の皆さまのご理解とご協力をいただき厚く御礼申し
上げます。また、募集に携わっていただきました各地区の区長さん・班長さん誠にありがとうご
ざいました。お預かりしました社協会費は地域福祉事業の財源として活用させていただいており
ます。新たに本町へ転入されてきた皆さまにつきましても、町の福祉推進のため、趣旨にご賛同
いただきご協力をお願いいたします。
会員戸数計 2,452 戸　　合計 1,226,000 円

平成30年度社協会費　ご協力いただきありがとうございます

生　 板　 地　 区 639 件 319,500 円

源　清　田　地　区 465 件 232,500 円

長　 竿　 地　 区 400 件 200,000 円

金　江　津　地　区 948 件 474,000 円

（会費金額 1 戸　500 円）
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平成29年度　寄付金・物品のご報告
　「町の福祉のために役立ててください」と皆さまから社協へ寄付金や物品がまごころと共に寄せられ
ました。心温まるお気持ちを寄せていただきまして誠にありがとうございます。

寄 付 者 名 寄付金額（円）・物品
河 内 町 体 育 協 会　 会 長　 雜 賀 正 光 ８８，０００
正 雲 会 １２５，０００
中 金 江 津 子 ど も 会 １２，２６４
上 金 江 津 区 長 　 海 保 　 功 ２７，７５０
た ば こ 販 売 組 合 １２，０００
匿 名 紙おむつ　４袋
千 葉 県 ヤ ク ル ト 販 売 株 式 会 社 車いす　１台
匿 名 尿取りパッド　３袋

平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日

心配ごと相談所
　どこに相談していいかわからないような悩みや不安などがあれば、お気軽にご相談ください。
経験豊富な相談員が親身になってアドバイスいたします。また、弁護士による法律相談も行っています。
　どのような相談でも結構です。お気軽にご利用下さい。
◇日　　　時　　毎月１日・１５日（土日祝日等の場合翌日）
◇時　　　間　　午前１０時～１２時
◇会　　　場　　第２地区共同利用施設（福祉センター隣）又はつつみ会館
◇弁護士による相談は、予約が必要です。（TEL ０２９７－８４－２８３０）
◇相談料は無料です

心配ごと相談開設予定表
開設日 場　　　　所 弁護士 時　　　間

平成30年 　９．　３（月） つつみ会館 無 １０時～１２時
〃 　９．１８（火） 第２地区共同利用施設（福祉センター隣） 無 １０時～１２時
〃 １０．　１（月） 〃 無 １０時～１２時
〃 １０．１５（月） 〃 無 １０時～１２時
〃 １１．　１（木） つつみ会館 無 １０時～１２時
〃 １１．１５（木） 第２地区共同利用施設（福祉センター隣） 無 １０時～１２時
〃 １２．　３（月） 〃 無 １０時～１２時
〃 １２．１７（月） 〃 無 １０時～１２時

平成31年 　１．１５（火） 〃 有 １０時～１２時
〃 　２．　１（金） つつみ会館 有 １０時～１２時
〃 　２．１５（金） 第２地区共同利用施設（福祉センター隣） 無 １０時～１２時
〃 　３．　１（金） 〃 有 １０時～１２時
〃 　３．１５（金） 〃 無 １０時～１２時

　社協では、疾病・障害・事故などにより一時的に車イスが必要になった場合、
無料にて貸出しを実施しております。（貸出期間は 1 ヶ月以内）
　他、シルバーカーの貸出しも行っております。
◆詳しいお問い合わせは社協まで

福祉用具貸出のお知らせ
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お問合せ先　河内町社会福祉協議会　TEL84-2830　FAX84-4060

福祉有償運送の運転協力ボランティアを
募集しています!!

☆空いてる時間を利用してボランティアをしてみませんか？
福祉有償運送とは・・・？
　高齢者や障害者等公共交通機関を使用して移動することが困難な人を対象に、通院、通所レ
ジャー等の送迎をするサービスです。
☆�車での送り迎えの簡単なボランティアなので、ボランティア未経験の方でも気軽に協力いただ

けます！！
◆活動日　　　平日のみ
◆送迎の車は社協で用意した軽自動車と福祉車両です。
◆「移動サービス運転者認定講習会」に２日間参加して頂きます。
　※第２種免許所有者は免除されます
◆運転協力ボランティアの詳細は社協までお電話下さい。

☆あなたの温かいご協力を心よりお待ちしています!!

福祉サービス利用援助事業

　高齢や障害により判断能力が低下し、福祉サービスの利用手続きについてひとりで行うには不
安のある方、お金の管理がひとりでは難しい方が利用できます。
例えば・・・認知症・知的障害・精神障害のある方など

①福祉サービスを利用するためのお手伝い
②ふだん使うお金の出し入れや支払いについてのお手伝い
③大切な書類のお預かり

・福祉サービスを利用するためのお手伝い
・ふだん使うお金の出し入れや支払いについてのお手伝い
　・・・・・・・・・・・・・・・１時間あたり　1,100 円
・大切な書類のお預かり・・・・・１ヶ月あたり　 500 円
（大切な書類は銀行の貸金庫で保管します。
　その際の保管料になります。）
　※生活保護を受給されている方は免除になります。

利用対象者

このようなお手伝いができます（支援内容）

利用料金

※相談からサービス開始まで、
おおよそ２か月です

相　　談 社協へ相談

⇒

訪問・調査
専門員がお伺いし、お話を
お聞きします。⇒

契 約 書・ 支 援
計画の作成

ご本人の希望を聞きお手伝
いする内容を作成します。

⇒

契　　約

ご利用のお気持ちを再度確
認し、内容に間違いがなけ
れば契約を結びます。ご本
人・市町村社協・県社協の
三者で契約を結びます。⇒

サービス開始 生活支援員がお手伝いします。

～相談からサービス開始まで～

【日常生活自立支援事業】
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お問合せ先　河内町社会福祉協議会　TEL84-2830　FAX84-4060

　本会の福祉活動を展開するため、自主財源確保の一環として、
河内町福祉センター敷地内で「社協のお店」の運営（収益事業）
を行っています。
　得られた収益につきましては、河内町社協の社会福祉事業に
活用されます。

　純米吟醸「かわち丸」は、利根川水系の良質な水と豊かな土
地で育てられた町内産の酒造好適米「五百万石」を 100％使用
した精米歩合 55％のお酒です。（1,500 円税込 /720ml）
　お買い求めは河内町福祉センター敷地内店舗まで

かわちのお酒販売中かわちのお酒販売中

　河内町シニアクラブ連合会には 22 クラブが所属し様々な活動を行っています。連合会事業で
は教養の向上として高齢者講演会・芸能発表会、健康増進としてスポーツ大会の開催の他、会員
一泊研修会や女性部日帰り研修会等を実施しております。
そうした行事の他、地区の単位クラブの活動では、花いっ
ぱい運動の推進として各地区の花壇整備をはじめ、子ど
も園・小中学校へ寄贈する雑巾の製作収集活動等の通年
の活動も行っております。
　高齢化が進む中、身近な地域の中で高齢者同士がつな
がりあい、支えあうことが今後ますます必要となります。
あなたも無理のない範囲で参加してみませんか？

河 内 町 シ ニ ア ク ラ ブ 連 合 会

【会員募集】
　河内町身体障害者福祉協議会（身障協）では、会員の
募集を現在実施しております。
　年間を通し障害者同士の交流や、生きがいづくりを目
的とした日帰り研修会・餅つき交流会・生きがいバス旅
行など、様々な事業を行っています。あなたも活動の輪
に加わって楽しいひと時を過ごしませんか。

◆会員対象者　　身体障害者手帳の交付を受けている方
◆会費　　　　　年会費 500 円（その他事業毎に参加費）

河内町身体障害者福祉協議会


